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活動のきっかけ

　操南学区では、元々、地区社会福祉協議会、民生

委員・児童委員協議会、愛育委員会が定期的に情報

共有・相談を行う「３者の会」という集まりがあり

ましたが、役員交代などの中でだんだんと疎遠にな

り、しばらく開催がありませんでした。

　しかし、地域活動の人材も不足する中、今後の学

区のことを考えたとき、お互いに連携していくこと

の必要性を感じて、令和２年11月から前述の３者

に連合自主防災会も加え「４者の会」として情報交

換の会を復活させました。

　復活当初は、４つの個々の団体であったものが1

つの団体となったことで意見をまとめるためにどう

すべきか戸惑いもあり、なかなか思うような議論に

はなりませんでした。

　そこで、会としての活動方針が必要と思い、支え

合いの会の主旨や目的を理解するために勉強会を開

き、その後具体的な検討に入りました。その時に思

いついたのが、「救急安心カード」の再配布です。

また、住民アンケートを行い、集まった意見を基に

今後この会でやっていくことを話し合うことに決め

ました。支え合い活動を検討する組織として、「操

南支え合いの会」に改め、サポート団体も加えてほ

ぼ毎月話し合いを続けています。

活動内容

【救急安心カードの配布】

　高齢の方が突然病気等で救急車を要請した時に、

救急隊員等に緊急連絡先やかかりつけ医などの必要

な情報を即座に伝えられるよう、予め記入して備え

てもらう「救急安心カード」を配布しました。

　10年ほど前に一度同じようなものを配布してい

ましたが、「古くなっている」「なくしてしまっ

た」「対象者が増えている」といった話を聞き、少

し様式を改訂して再発行しました。

　対象は学区の町内会加入の75歳以上の高齢者で、

町内会役員を通じて、該当者１人に付き１枚ずつ、

自宅の冷蔵庫に貼り付けるA４サイズと、外出時の

携帯用として名刺サイズを配りました。

　救急安心カードの情報は、救急車要請時のみなら

ず、事故や災害時にも役立ちます。また、カードの

配布を通じて、町内に見守りが必要な高齢者がどの

くらいおられるか、町内会役員さんが把握し、見守

るきっかけにもなったと思います。
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【住民アンケート】

　「安心して住み続けられる地域になるために、ど

のような支え合い活動や防災活動が必要か？」住民

の皆さんの生の声をお聞きすべく、町内会加入全世

帯へアンケート用紙を配布しました。

　町内会役員、愛育委員の協力で、2,641世帯のう

ち1,041世帯より回答がありました（回答率39.4

％）。集計は、支え合いの会メンバーで手分けをし

て行いました。アンケートからは、庭木の剪定やゴ

ミ出し、子どもの遊び場など、住民の皆さんの「あ

ったらいいな」という声が多くありました。メンバ

ーからは、記入された手書きの文字を見ていると住

民ひとりひとりが期待を込めて書いてくれたことが

伝わってきて、「何かやらなければ」という気持ち

が高まってきたとの意見も出ました。

　アンケート結果を踏まえて、私たち支え合いの会

としてどこから取り組んでいけば支え合い活動が無

理なく進められるか、具体的な活動に向けた話し合

いを行っています。

活動実績・効果

　アンケートで生の声に触れたり、会の開催を重ね

たりするうちにだんだんと積極的な発言が増えてき

ました。

　また、毎回、会の司会を4者で順番に回していま

す。その時々に司会者の特色が出ていますし、司会

をすることで会への理解を共有できつつあるように

感じます。

運営費

　操南学区連合町内会からの補助金

ネットワーク

【構成団体】：地区社会福祉協議会／民生委員・児

童委員協議会／愛育委員会／連合自主防災会

【サポート団体】：中区保健センター／中区地域包

括支援センター／ふれあい介護予防センター／操南

公民館／岡山市社会福祉協議会

今後の展望

　アンケート結果について、支え合いの会の今後の

方向性・課題として町内会への報告会や、回覧を通

じて住民へフィードバックし、支え合い活動への参

加の呼びかけにもつなげていきたいと思っています。

集計方法の打合せ風景

「ニーズ」と「できそうなこと」を整理

グループワークの様子


